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                        姶良市立松原なぎさ小学校 

春風に  煙たなびく  桜島  
校長 黒江 真一郎 

梅雨に入りました。右の写真は５月９日の松原なぎさ小から見 

えた景色です。（白黒なので，真っ青に晴れ渡った風景を想像して 

みてください。）最近はめったに見られませんが，四季の移ろいの 

一つとして，雨もまた楽しみながら，ただ，水難への備え・事故 

防止対策を徹底しながら，１学期の締めくくりに進んで参ります。 

 さて，６月の全校朝会では，子どもたちに上記の俳句を示して， 

「この俳句は，才能ありか，凡人か，才能なしか？」と問いかけま 

した。その答えを判断したり，その判断の理由を考えたりするためには，「ことばの力」が必要

です。思考・判断・表現を司る脳内の媒体は主に「ことば（言語）」です。松原なぎさ小の子ど

もたちの「ことばの力」を高める手立ての一つとして，「俳句（国語で俳句を学習するのは３年

生からなので，１・２年生は『なぎさ５７５』）を作ったり味わったりしてみましょう。」と提案

しました。下記のような，効果や作用を期待しつつ，長期的視野に立ち具体化していこうと考え

ています。来年度迎える創立１０周年に向けた取組の一環ともしたいので，保護者や地域の皆様

のお知恵や協力をいただきながら一歩一歩進めて参りますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ちなみに，冒頭の私の俳句は，「凡人以下」だと自己評価します。一応形式は整っていますが，

上図の「根拠」の部分が薄いのは明白です。俳句（作品）は氷山の一角で，その下に論理的で豊

かな「根拠」が隠れていると読み手に感動を与える表現となります。まずは，楽しみながら作っ

たり読んだりして，学習で得た力を生活の中で活用する場にしていきます。 

エアコンと 鉛筆の音のみ なぎさ塾 

勉学に 励めときざむ 夏野菜 
 松原なぎさ校区コミュニティでは，毎月第１・３ 

土曜日に「なぎさ未来塾」（10:30～11:50参加者の自 

主学習を地域有志の方が個別支援），「わぃわぃ食堂」 

（11:50～13:00女子部の方々の手作り昼食の提供） 

が開催されています。ぜひご利用ください。感謝！ 

なぎさの四季 

学習室の様子と調理室 

に準備された昼食 

 




